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安心の提供 成長への挑戦キーワード

「安心の提供」「成長への挑戦」をキーワードとし、 引き続き各種施策を積極的に進めていきます。

　 「安心＝安全＋サービス」の考えの
もと、「世界トップレベルの安心」を提供
する地下鉄を目指し、ハード・ソフト
両面での各種施策をこれまで以上に
加速させていきます。
　優れた技術や考え方を取り入れ、困難な
課題にも積極的に取り組んでいきます。

　「安心の提供」「成長への挑戦」の実現
を確かなものとするために、経営の仕組み
の構築、環境保全活動、効率的な事業
運営、オープンで活き活きとした企業
風土づくりなどに取り組み、経営基盤
の強化を図っていきます。

　 「安心の提供」を大前提とした上で、
新たな価値を生み出す取組の全てを

「成長」と位置づけます。需要の創出や
関連事業の拡大、海外鉄道事業の新たな
展開、業務提携などにも積極的に取り
組んでいきます。

経営基盤の強化

　東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会も
見据え、首都東京の重要な交通インフラに寄せられる
期待に応え、全てのお客様に「安心」して地下鉄をご利
用いただけるよう、自然災害対策・安全対策の強化や
サービス向上に資する施策の加速化とともに、新規施
策の追加も合わせて、３か年の設備投資額は、過去最高
の規模となる 4,200億円を見込んでいます。

安心の提供 成長への挑戦

自然災害対策
高架橋柱耐震補強　84本（累計1,148/1,236 本）
出入口大規模浸水対策　16か所（累計 141/412 か所）
非常用走行バッテリーの車載
銀座線　14 編成（累計 21/40 編成）
長大橋りょう区間への非常用走行バッテリー整備完了
日比谷線　東西線　千代田線　

バリアフリー設備整備
エレベーター１ルート整備（整備率 83.2%）
神田駅　入谷駅　（東）飯田橋駅　江戸川橋駅

多機能トイレの整備（整備率 97.8%）
神田駅

海外鉄道事業の新たな展開
ベトナム国ハノイ市に現地法人設立

（2017年4月営業開始）

利便性・快適性の向上
サービスマネージャーの配置駅拡大（累計14 駅）
浅草駅　秋葉原駅　新宿三丁目駅
明治神宮前〈原宿〉駅　六本木駅
旅客案内所の増設（累計5か所）
上野駅

新型車両の導入
銀座線　　9 編成（全40編成導入完了）
日比谷線　2 編成（累計 2/44 編成）
千代田線　10編成（累計 33/37 編成）

企業の実力を端的に表すキャッシュ創出力は、
今後も長期的に増加させていく必要があります。
前計画に引き続き連結キャッシュフローの増加
を目指します。

投資に伴う負債増加が見込まれる中でも、一定
の財務の健全性を確保した経営を行い、連結
D/E レシオ 1.0 倍を目指します。

積極的な投資活動によって資産が増加するものの、
連結 ROAは6.0 ％の水準の確保を目指します。

2016年度～
2018年度目標

連結Ｄ/Ｅレシオ 連結 ROA

2018年度末目標 2018年度末目標

事業者との交流・
視察受入れ国

再生可能エネルギーの
活用によるCO2排出削減量

（前年比3.0%増）

省エネルギー車導入率

1,511億円

99.8%1,477t-CO2

64か国・地域

事業規模

安 心

社 会

環 境
3,890 1.0倍 6.0%

連結キャッシュフロー
当期純利益 + 減価償却費の３か年総額 債務残高／純資産 営業利益／（（期首総資産 + 期末総資産）／２）

億
円

設備投資計画

経営目標値

2016年度の主な実績

自然災害対策

安全対策

輸送改善

旅客サービス

関連事業

その他
環境対策、社内情報システム改良

PMO半蔵門、駅構内店舗開発

バリアフリー設備整備、
銀座線各駅改装、渋谷駅移設、
PASMO 機能改修

銀座線・東西線の新型車両の増備、
南砂町駅改良

総合指令所機能強化、
車両更新、
ホームドア整備

震災対策、大規模浸水対策、
大規模停電対策

総額
4,200 億円

180 億円

180 億円

1,490 億円

330 億円

1,530 億円

490 億円

高架橋柱耐震補強

日比谷線新型車両

85駅／179駅

車両基地公開イベント参加人数

約18,000名
＊東京メトロは東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会オフィシャルパートナー（旅客鉄道輸送サービス）です。

195.1km724万人
1日の輸送人員

2,766両
保有車両数

営業キロ

ホームドア整備駅数 設備投資
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